
ら持続可能な開発のための2030アジェンダ（Sustainable Development Goals、目標2030年)に変わりました。貧困の撲滅と生存基盤であ
る環境の保全の両立を目標として17のゴールと169のターゲットから構成されています。この目標には開発途上国のみでなく、先進国も
共に取り組むこととされているのも大きな特徴です。本セミナーでは国際開発学会学会長の高橋先生を基調講演にお招きし，開発目標の
変化の背景と目指すべき方向について解説していただきます。そして実際に国外で農業開発に従事する技術者の報告を受けながら、今後
日本が海外農村開発援助を通じてどのようにSDGsに貢献していけるのか、パネルディスカッションで討議します。

主催・問合せ先
(一社)海外農業開発コンサルタンツ協会

Agricultural Development Consultants Association

共催：神戸大学
後援：農林水産省・独立行政法人 国際協力機構・

公益社団法人 農業農村工学会

日時： 日（土） 会場：神戸大学 瀧川記念学術交流会館

〒105-0004 東京都港区新橋5-34-4  農業土木会館３Ｆ
Tel : 03-3438-2590 Fax : 03-3438-2584
E-mail：adca2@adca.or.jp

参加費無料
（定員150名程度）

※当日参加も可能ですが、下記の
事前申込みにご協力ください。

【事前申込み方法】
職業･人数･返信連絡先を記載の上、

Fax（03-3438-2584）またはE-mail（adca2@adca.or.jp）
にてお申込みください。

～プログラム～

【会場アクセス】
・JR 六甲道駅より、市バス36系統「神大文理農学部前」下車
・阪急 六甲駅より、徒歩または市バス36系統「神大文理農学部前」

下車

会場案内図

瀧川記念学術交流会館

（活動紹介）
長年に亘り、発展途上国の経済開発に関
する研究活動を通じて、国際協力学の構
築に取り組むなど、国際協力分野の第一
線で活躍中。

高橋 基樹 氏

国連開発計画（UNDP）の開発目標が貧困削減を主軸に置いたミレニアム開発目標(Millennium Development Goals、目標2015年）か

百年記念館

農学部

文学部

神戸市バス 36 系統
「神大文理農学部前」下車

公道

キャンパス内道路

神大生協

至阪急六甲

バス停

理学部

開会式（13:00～13:15）

第1部（13:15～14:15） 基調講演

「MDGsからSDGsへ」

高橋 基樹 教授 神戸大学大学院/京都大学大学院

第2部（14:15～14:55） 現場からの報告

「SDGs時代に海外農村開発協力に求められるもの」

「北部ケニア干ばつレジリエンス向上のための総合開発
事業を通した牧畜民に対する持続的な支援の事例紹介」

村上 文明 日本工営株式会社

「SDGsの時代に変わるものと変わらないもの」
北尾 理恵 株式会社三祐コンサルタンツ

第3部（15:10～15:50） パネルディスカッション

「SDGsに日本はどう貢献していけるのか」

田和正裕（JICA関西次長）、岩本彰（NTCI社長）

モデレーター：大平正三（ADCA 企画部長）

◇セミナー終了後（1６:０0～17:00）、会場外にて現役の開発コンサルタントが
ブースを設け、業界説明を行います。

業界説明会参加企業・団体
株式会社三祐コンサルタンツ・NTCインターナショナル株式会社・日本工営株式会社

パネリスト：高橋基樹（神戸・京都大教授）、長野宇規（神戸大准教授）




